
◎料金の記載のないものは無料です。
◎マークの見方は１２ページ参照。
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正
午
※
あ
ず
ま

児
童
公
園（
太

平
記
館
東
）集

合
。
内
足
利
グ

ル
メ
も
楽
し
め

る
約
20
㎞
の
寺

社
巡
り
コ
ー
ス
対
小
学
生
以
上
※
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
。
定
先
着
20
人
料

３
０
０
円（
保
険
代
）持
自
転
車
、
中

学
生
以
下
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
※
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
可
。
料
金
は
自
己
負

担
。
申
11
月
８
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

同
課
※
環
境
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
、
健
幸

マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
。

ポ
イ
捨
て
防
止
啓
発 

ク
リ
ー
ン
散
歩

環
境
政
策
課
・
☎
⑳
２
１
５
１

時
10
月
27
日
㈰
／
午
前
８
時
30
分
～

９
時
30
分
※
雨
天
中
止
。
場
太
平
記

物
外
軒
庭
園
を
飾
る
あ
ん
ど
ん
作
り

文
化
課
・
☎
⑳
２
２
３
０

時
11
月
17
日
㈰
／
午
前
10
時
～
正
午

場
織
姫
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル
内
11
月

23
日
開
催
予
定
の
物
外
軒
茶
室
・
庭

園
の
夜
間
公
開
で
飾
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
あ
ん

ど
ん
を
作
る
※
作
っ
た
あ
ん
ど
ん
は

夜
間
公
開
後
に
進
呈
。
講
足
利
庭
園

文
化
研
究
会
対
市
内
に
在
住
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
定
15
組
料
３
０
０

円（
材
料
費
、
保
険
代
）※
当
日
徴
収
。

申
秋
の
公
開
日
に
直
接
物
外
軒

▼
物
外
軒
茶
室
・
庭
園
秋
の
公
開
＝

時
10
・
11
月
の
土
・
日
曜
日
と
祝
日

／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
場
織
姫
公

民
館
北
側（
通
六
丁
目
）※
駐
車
場
は

さ
い
こ
う
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
織

姫
公
民
館
は
駐
車
不
可
）。
※
茶
室

な
ど
は
有
料
で
貸
し
出
し
可
。

文
化
財
巡
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ

環
境
政
策
課
・
☎
⑳
２
１
５
１

時
11
月
24
日
㈰
／
午
前
９
時
30
分
～

■展示詳細
　期　間　10月25日㈮～12月8日㈰
　　　　　（国宝展示は11月10日㈰まで）

　　　　　午前9時～午後4時30分
　　　　　（受付は4時まで）

　場　所　史跡足利学校 遺蹟図書館
　参観料　一般 420円　高校生 220円
　　　　　（中学生以下無料。団体割引あり）

■基調講演
　日　時　11月10日㈰
　　　　　午後 1時30分～3時
　場　所　史跡足利学校 方丈
　講　師　東京大学大学院
　　　　　人文社会系研究科教授
　　　　　　小  島　毅  さん
　演　題　『元号の典拠
　　　　　　　ーなぜ漢籍なのかー』

　定　員　先着60人
　　　　　※事前申込不要

史跡足利学校事務所・☎㊶２６５５

『令和』から『宝暦』までの典拠を一挙公開！

国宝書籍特別公開

▲国宝『宋刊本 文選』
　『帰田賦』にある令和の文字

▲『万葉集（文化２年刊）』
　田﨑草雲がかつて所蔵

障がい福祉課・☎⑳２１３４
時毎週月曜日／午前９時３０分～正
午場同課（本庁舎１階）内足利市障

障がい者相談支援専門員
による出張相談

がい者基幹相談支
援センターの相談
支援専門員が相談
に応じる申事前申
し込み不要
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ま
ち
な
か
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

足
利
商
工
会
議
所
・
☎
㉑
１
３
５
４

時
10
月
19
日
㈯
／
午
前
10
時
～
午

後
６
時
30
分
場
同
会
議
所
友
愛
会

館（
通
三
丁
目
）、
中
心
商
店
街（
足

利
駅
前
～
通
四
丁
目
周
辺
）
内
参
加

協
力
店
に
仮
装
し
て
立
ち
寄
っ
た

子
ど
も
に
お

菓
子
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
仮

装
コ
ン
テ
ス

ト
、
小
物
作

り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、

物
販
・
飲
食

な
ど

あ
し
か
が
坂
西
軽
ト
ラ
市

坂
西
商
工
会
・
☎
62

０
３
４
６

時
10
月
20
日
㈰
／
午
前
８
時
～
正

午
※
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止
。
場

千せ
ん
ぞ
う
い
ん

蔵
院
門
前
通
り（
葉
鹿
町
）内
50
台

ほ
ど
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
荷
台
で

農
産
物
、
工
芸

品
、
飲
食
物
な

ど
を
販
売
※
詳

細
は
、
同
商
工

会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
参
照
。

座（
全
６
回
）

▼
11
月
17
日
㈰
＝『「
南
無
」と
と
な

え
る
～
仏
教
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
』

実
践
宗
教
学
研
究
科
死
生
学
専
攻
教

授
・
寺
尾
寿
芳
さ
ん

▼
12
月
７
日
㈯
＝『
近
代
の
宗
教
と

学
問
・
思
想
・
文
学
』グ
リ
ー
フ
ケ
ア

研
究
所
特
任
教
授
・
鎌
田
東
二
さ
ん

▼
12
月
15
日
㈰
＝『「
か
ら
だ
」に
還

る
、「
か
ら
だ
」か
ら
考
え
る
～
ソ
マ

テ
ッ
ク（
Ｂｏ
ｄｙ
・
Ｍ
ｉｎ
ｄ
・
Ｓｐ
ｉ

ｒ
ｉ
ｔ
）教
育
と
身
体
知
の
試
み
』文

学
部
保
健
体
育
研
究
室
准
教
授
・
吉

田 

美
和
子
さ
ん

▼
１
月
18
日
㈯
＝『
笑
い
と
泣
き
の

哲
学
』文
学
部
哲
学
科
准
教
授
・
鈴

木
伸
国
さ
ん

▼
１
月
19
日
㈰
＝『
家
族
と
社
会
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
』地
球
環
境
学

研
究
科
地
球
環
境
学
専
攻
教
授
・
平

尾
桂
子
さ
ん

▼
１
月
25
日
㈯
＝『
病
と
と
も
に
生

き
る
人
々
へ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

～
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
の
意
味
』

総
合
人
間
科
学
部
社
会
福
祉
学
科
准

教
授
・
髙
山 

惠
理
子
さ
ん

《
共
通
》時
午
後
２
時
～
３
時
30
分
場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
定
先
着
50
人
料

１
千
円
申
10
月
15
日
㈫
か
ら
31
日
㈭

ま
で
に
電
話
で
同
課

で
は
午
前
10
時
か
ら『
太だ

い
だ
い々

神か
ぐ
ら楽

』の

奉
納
あ
り
。
申
事
前
申
し
込
み
不
要

※
参
加
者
に
は『
足
利
の
自
然
水
』

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
）、
地
区
内

の
入
浴
施
設
の

割
引
券
、
ハ
イ

キ
ン
グ
マ
ッ
プ

を
進
呈
。

The
あ
し
か
が
学
14
に
ん
げ
ん
学
入
門

～
こ
こ
ろ
の
学
び
の
す
す
め
～

生
涯
学
習
課
・
☎
㊸
１
３
１
１

時
内
上
智
大
学
の
講
師
陣
に
よ
る
講

館
駐
車
場（
伊
勢
町
三
丁
目
）集
合
内

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
ま
ち

な
か
を
歩
き
な
が
ら
ご
み
拾
い
申
10

月
24
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
同
課
※
会

社
や
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
大
歓
迎
。

環
境
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
、
健
幸
マ
イ
レ

ー
ジ
対
象
事
業
。

秋
の
毛
野
大
坊
山
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

毛
野
大
坊
山
観
光
協
会（
田
沼
）

☎
91

２
４
５
４

時
10
月
27
日
㈰
／
午
前
９
時
場
山
川

町
長
林
寺
公
園
集
合
内
約
６
㎞
の
コ

ー
ス
を
ハ
イ
キ
ン
グ
※
大
山
祇
神
社

史跡足利学校事務所・☎㊶２６５５

　足利学校の周りには堀と土塁が巡ってい
ます。その理由として、足利学校の場所が
鑁阿寺のそばで、もともとここに足利家の
政
まんどころ

所（領地を管理する役所）があったからと
いう説や、日常生活と遮断し学習のための
良好な環境とするため、大切な本を戦いか
ら守るためなどの説があります。
　約６００年前、現在国宝になっている貴重
な本を寄付した上杉憲実は、学校の範囲外

へ本を持ち出すことを禁止
しました。その後も堀と土
塁があったおかげで、まち
の大火の時にも延焼を免れ、
本が守られました。
　堀と土塁の存在は、学校
内の良好な学習環境と貴重
な本を守ってきたのです。

足利学校の堀と土塁


